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9 日間で 2,700 名の動員を得た。 
 
Summary 
This report is the implementation report of Grants-in-Aid 
for Scientific Research 16K00731 "Development and practice 
of a method to use skeletal specimens owned by the natural 
history museum with a 3D printer" and "Animal Body 
Exhibition” of the research's result announcement. In this 
research , as a study of art design university, we did 
digitalization of skeletal specimens and replica production 
using 3D printer. The replicas were produced using skeletal 
specimens stored in the museum of natural history and the 
zoo's museum, and those collected by ourselves. I adopted 
photogrammetry as a method of 3D scanning. It is very 
difficult to acquire data of valuable samples that are difficult 
to take out outside because it is difficult to set up the imaging 
conditions. We have also established a way to increase the 
success rate of data acquisition under such difficult shooting 
conditions. In “Animal Body Exhibition”, we made an 
unprecedented attempt. We display replicas of works of art 
and specimens, which are artefacts, across the boundaries of 
art and museums at the same venue. At the “Animal Body 






神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 9 」（ 報 告 ） 
 




























































2-1. 意義と目的  


















神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 9 」（ 報 告 ） 
 

















実践についての 3 項目（2-2-1. 2-2-2. 2-2-3）に分けて
報告する。  
 
































































拡 張 性 の 高 さ 、 デ ー タ の 優 秀 度 等 か ら
CapturingReality 社の RealityCapture を採用した。
出張スキャン (2)について、国立科学博物館筑波研究施
設の撮影では収蔵庫に機材を運び入れ、照明など、で
きるだけ条件を整えた上で撮影に挑み、2 日間で 5 種
類の動物の前肢、合計で 149 個の骨の撮影を行った（図
2）。一点につき平均 85 枚撮影を行うため、総撮影枚













の計算を行い、結果として、149 点のうち 145 点のデー
タ化に成功。失敗は撮影ミスで構図からマーカーが外
れてしまった 4 点だった。  
研究の最終年度においては、福井県立大学恐竜学研





2-2-2. 3D 出力とレプリカ作成について  
本研究で使用した 3D プリンターは zortrax 社 M 
200 と formlabs 社 form2 の二種類である。材料を積
層する FDM 方式の M200 と、光造形方式の form2 の
それぞれの特徴やコストの差に鑑み使い分けている。
大きさや堅牢性を必要とするレプリカは安価な ABS
樹脂を使用できる FDM 方式の M200 を使用。比較的
小型の出力で、ディテールの形状再現を必要とする場
合には、高価な UV レジンを材料として微細なピッチ


























以下の 1 点については、クリーク･アンド･リバー社  
大阪支社セミナー  「ZBrush×デッサン〜新感覚の 3D
セミナー」 (2017 年 11 月 5 日  バンタンゲームアカデ
























・日本哺乳類学会  2017 年度大会  
自由集会 「博物館とフォトグラメトリー」  
2017 年 9 月 8 日  
富山大学五福キャンパス  
 
・いきもにあ 2017  
神戸芸術工科大学 ホネ・プロジェクト 2017 活動
報告 2017 年  11 月 11 日～11 月 12 日   
京都市勧業館  
 
・クリーク･アンド･リバー社  大阪支社セミナー  
ZBrush×デッサン〜新感覚の 3D セミナー  
2017 年 11 月 5 日  
バンタンゲームアカデミー  大阪  
 
・大阪市自然史フェスティバル  2017 
神戸芸術工科大学 ホネ・プロジェクト 2017 活動




神戸芸術工科大学 ホネ・プロジェクト 2018 活動
報告 2018 年  12 月 1 日～12 月 2 日  
神戸サンボーホール  
 
・全日本博物館学会第 44 回研究大会  
骨格標本のデジタルデータ化とレプリカ制作及び
その活用の可能性  



















































































































図 3 「動物のからだ展」で剥製や絵画を見入る人々 
図 4 骨格レプリカと剥製、乾燥標本などを同時に展示した 
図 7 子供が楽しみながら学習が行えるコーナーを設置した  
図 6 骨格レプリカを使い来場者に解説を行う小田隆氏  
図 5 ウォンバットの骨格標本と木彫 
















































































も行っている（図 10～12）。  
 


















































































図 10 相同器官と相似器官をテーマとしたレプリカの展示 
図 11 コゲラの骨格レプリカ 
































































































































本展示の来場者は 9 日間で 2,701 名。会場において
来場者に行ったアンケートの結果をまとめた。アン
ケートの回収率は 16.5%である。  
 
アンケート項目は以下 8 点である。  
1：年齢 2：居住地 3：展示を知ったきっかけ 4：
印象に残っている展示 5：4 で回答した理由 6：普
段の自然史博物館利用状況  7：展示物の撮影やス



























グラフ 1 来場者の年齢 











































には特設 web サイトや SNS で広報アカウントを設置
するなど広報に尽力した。アンケートの分析結果を見
ると、展示を知るきっかけとして最も効果が高かった




























ただけると嬉しいです。 （兵庫県・30 代）  
・いろんな子供たちに見てもらいたいな。 （兵庫県・
50 代）  
・博物館など、あまり行く時間や機会がないのでこの
ような企画展があると興味がわきます。 （大阪府・
30 代）  
・アート×サイエンスで素晴らしかったです （30 代） 
・動物そのものが好きで動物園も骨格も見るし、絵も
グラフ 3 来場者が展示を知ったきっかけ 
グラフ 4 来場者の自然史博物館利用状況 















20 代）  
・とてもすばらしい作品と展示物に圧倒されました。
この展示が無料だなんて！もったいない！ （兵庫
県・30 代）  
・多くの分野にまたがっている点がとくに良いです。




























は ､ Autodes 社  AutodeskReCap 、 Agisoft 社  
PhotoScan 、 3D FlOW 社  3DF Zephyr 、
CapturingReality 社  RealityCapture などが挙げ




・一眼レフ :NikonD5500 x4 
・レンズ：SIGMA Macro 105mm F2.8 EX DG 
・センチュリースタンド  
・雲台、スーパークリップ  x4 
・回転台   
・撮影物の固定リグ（ガス配管、スタイロフォームな
どで自作）、虫ピン   
・グリーンバック背景紙、スタンドセット   
・Suntech LED ライト 3 灯  
・撮影用モバイル  PC、接続ケーブル、USB ハブ（USB）  





用 X 線 CT 装置  Latheta LCT-200 を使用した。  
 
（4）作成したデータ（25 点）とレプリカ（23 点） に
ついて、名称・所属・部位・スケール・素材・形態



























ル・ABS 樹脂・交連  
9.ローランドゴリラ・神戸市立王子動物園・等倍・
ABS 樹脂・交連  
10.ローランドゴリラ・神戸市立王子動物園・2 倍・































・「取得したデータを活用した VR ゲームへの展開」  
著作、公開 株式会社 Skeleton Crew Studio 
https://www.youtube.com/watch?v=Uze7D_frZvo 







（7）「動 物 の か ら だ 展 特 設 ペ ー ジ 」
http://doubutsunokarada.strikingly.com/ （2019
年 7 月 20 日アクセス）  
 
 
